ら けの、 大きな 卓が 一 一 つ 三 つ 置いて あるきり だった。 

そして その 卓の 上に は 誰の ものと もっかず、 白 筋の は 

いった 制帽と か、 辞書と か、 ノオト ブックと か、 イン 

つぼ 

ク壺 とか、 煙草の 袋と か、 それらの ものが ごつ ちゃに 

なって 積まれて あった。 そんな ものの 中で、 或る 者 は 

独逸 語の 勉強 をして いたり、 或る 者 は 足の こわれ か 

か つ た 古 椅子に あぶな つ かしそう に 馬乗りに な つ て 煙 

草ば かり 吹かして いた。 私 は 彼等の 中で 一番 小さ かつ 

た。 私 は 彼等から 仲間 はずれに されない ように、 苦し 

>--7 +6 まお 

げに 煙草 を ふかし、 まだ 髭の 生えて いない 頰 にこ わご 

かみそり 

わ 剃刀 を あてたり した。 



花壇に T 字形 をな して 面して いる 植物 実験室の 中から、 

硝子 戸 ごしに 私の 名前 を 呼ぶ ものが あった。 見る と、 

うおず み 

それ は 魚 住と 云う 上級生であった。 

「来て 見た まえ。 顕微鏡 を 見せて やろう …… 」 

その 魚 住と 云う 上級生 は、 私の 倍 も あるよう な 大男 

で、 円盤投げの 選手 をして いた。 グラウンドに 出て い 

ると きの 彼 は、 その 頃 私たちの 間に 流行して いた 希臘 

デ イス カス ヴェ ル フェル 

彫刻の 独逸 製の 絵はがきの 一 つの、 「円盤 投手」 と 

云う のに 少し 似て いた。 そして それが 下級生た ちに 彼 

を 偶像化 させて いた。 が、 彼 は 誰に 向っても、 # 時 も 

人 を 馬鹿にし たような 表 晴 を 浮べて いた。 私 はそう い 



う 彼の 気に入り たいと 思った。 私 は その 植物 実験室の 

なかへ 這ん つてい つた。 

そこに は 魚 住 ひとりし かいなかった。 彼 は 毛ぶ かい 

手で、 不器用 そうに 何 かの プレ パラ アト をつ くって い 

のぞ 

た。 そしてと きどき ツァイスの 顕微鏡で それ を視 いて 

いた。 それから それ を 私に も視 かせた。 私 は それ を 見 

るた めに は、 身体 を 海老の ように 折り曲げて いなけれ 

ばなら なかった。 

「見える か？」 

「ええ 」 

私 はそう い うぎ.、 f 」 ちない 姿勢 を 続けな が ら、 しかし 



翌日 もまた どんより と 曇って いた。 それでも 私たち 

は 出発した。 そして 再び 海岸に 沿うた 小石の 多い 道 を 

歩き だした。 いくつか 小さい 村 を 通り過ぎた。 だが、 

正午 頃、 それらの 村の 一 つに 近づこう とした 時分に な 

ると、 今にも 雨が 降って 来そう な 暗い 空 合に なった。 

それに 私たち はもう 歩きつ かれ、 互にす こし 不機嫌に 

なって いた。 私たち は その 村へ 入ったら、 いつ 頃 乗合 

馬車が その 村 を 通る か を、 尋ねて みょうと 思って いた _ 

その 村へ 入ろうと すると ころに、 一つの 小さな 板 橋 

がか かっていた。 そして その 板 橋の 上に は、 五六 人の 

村の 娘た ちが、 めいめいに 魚 籠 を さげながら、 立った 



少女 はすこし も羞 かまずに 彼に 答えて いた。 彼女の 

声 は、 彼女の 美しい 眼つ きを 裏切る ような、 妙に 咳枯 

れた 声だった。 が、 その 声が わりの している らしい 少 

女の 声 は、 かえって 私 を ふしぎに 魅惑した。 

今度 は 私が 質問す る番だ つ た。 私 はさ つきから のぞ 

き 込んで いた 魚 籠 を 指さしながら、 おずおずと、 その 

小さな 魚 は 何とい う 魚 かと 尋ねた。 

r ヽヽ、 ■ 
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お か たま 

少女 はさ も 可笑しく つて 溜らない ように 笑った。 そ 

れ につれ て、 他の 少女 たちもど つと 笑った。 よほど 私 

の 問い 方が 可笑しかった ものと 見える。 私 は 思わず 顔 
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